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市
議
会
議
長

藤　

田　
　

昭

市　

長

相　

馬　

　

一

年

　

今
年
は
丑
（
う
し
）

年
。
下
の
絵
は
、
暴

れ
牛
と
、
そ
の
手
綱

を
取
っ
て
立
ち
向
か

お
う
と
す
る
勇
気
あ

る
童
子
を
描
い
た
も

の
で
す
。

　

み
ん
な
が
モ
ー
烈

に
、
元
気
で
勢
い
の

あ
る
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
経
済
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
地
元

企
業
の
経
営
不
振
、
ま
た
ひ
ょ
う
や
霜
に
よ
る

り
ん
ご
の
被
害
な
ど
暗
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
本
年
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ぜ
ひ

明
る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
弘
前
市
総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
っ
て
お
り
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
市
民
の
幸
せ
を
願
い
、
鋭
意
努
力
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
せ
な
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、「
自
然
と
共
に
生
き
る
豊

か
な
産
業
・
文
化
都
市
」の
実
現
に
向
け
て
各
種

施
策
に
取
り
組
み
、中
で
も
、子
育
て
環
境
の
整

備
、保
健
・
医
療
の
充
実
、
農
林
業
の
振
興
、
観

光･

物
産
の
振
興
の
４
施
策
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
最
重
点
施
策
に
位
置
付
け
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
協
働

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
と
、
弘

前
城
が
平
成
23
年
度
に
築
城
４
０
０
年
を
迎
え

る
た
め
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

政
治
家
、
探
検
家
と
し
て
知
ら
れ
る
笹

森
儀
助
（
１
８
４
５
〜
１
９
１
５
、
在
府

町
生
ま
れ
）
が
、
弘
前
士
族
授
産
の
た
め

に
興
し
た
も
の
に
農
牧
社
が
あ
り
ま
す
。

　

農
牧
社
は
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）、

岩
木
山
麓
常
盤
野
に
開
業
し
、
畜
産
、
畑

作
、
林
業
を
手
掛
け
ま
し
た
が
、
中
で
も

目
新
し
か
っ
た
の
は
乳
牛
の
導
入
で
し

た
。
17
年
に
、
農
牧
社
の
役
員
で
あ
っ
た

長
尾
介
一
郎
に
委
託
し
、
茂
森
町
で
牛
乳

を
販
売
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
弘
前
で
は

牛
乳
は
病
人
の
滋
養
物
と
し
て
の
需
要
が

ほ
と
ん
ど
で
、
ま
た
病
人
で
あ
っ
て
も
新

し
物
好
き
の
お
金
持
ち
に
し
か
飲
ま
れ

ず
、
あ
ま
り
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
東
京
で
牛
肉
や
牛
乳
が
流
行

し
て
い
た
た
め
、
儀
助
は
当
時
牧
夫
と
し

て
働
い
て
い
た
外
崎
嘉
七
（
後
の
「
リ
ン

ゴ
の
神
さ
ま
」）
に
命
じ
、
牛
を
東
京
に

引
い
て
行
か
せ
、
販
売
店
を
出
し
た
よ
う

で
す
。

　

弘
前
で
牛
乳
が
一
般
に
普
及
す
る
の

は
、
明
治
31
年
に
な
っ
て
第
８
師
団
司
令

部
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
軍
隊

に
よ
る
需
要
が
増
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
に

伴
う
洋
食
の
流
行
が
理
由
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

◇
ち
な
み
に
、
弘
前
の
牛
乳
販
売
の
最
初

は
、
明
治
12
年
、
富
田
町
の
舘
山
柾
吉
に

よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

う
し

弘
前 

よ
も
や
ま
話

弘
前
弘
前 

よ
も
や
ま

よ
も
や
ま
話話
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りんごの降霜・降ひょう被害発生

齋

春
香
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞

　りんごをはじめとする農作物が、４月・５月の降霜、

５月・６月・９月の降ひょうにより深刻な被害を受け

ました。

　相馬市長も被害を受けた地区の園地を視察し、状況

を確認。市では農薬費の助成を、県の対象基準（被害程

度50％以上の被害園地）に限らず、30％以上50％未満
の被害園地にまで拡大し、りんご農家を支援しました。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た

10
月
12
日
と
13
日
、
弘
前
市
運

動
公
園
を
主
会
場
に
約
１
万
人
が

参
加
し
、
第
１
回
弘
前
ス
ポ
レ
ク

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ゲ
ー
ム
や
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
満
喫
し
な
が
ら
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

第
１
回
弘
前
ス
ポ
レ
ク
祭
を
開
催

　【平成 20年 主な出来事一覧】

【１月】

○弘前市総合計画策定
○弘前市農林業計画策定
【２月】

○高齢者世帯などに灯油購入費を助成
○弘前音楽祭開催
【３月】

○津軽ひろさき検定実施
○健康ひろさき 21策定
【４月】

○家庭ごみの分別が 12分別から９分別に変わる
○市立幼稚園、小・中学校敷地内が全面禁煙となる
○弘前公園の有料制度を変更
○致遠児童センターオープン
○りんごの降霜被害発生
【５月】

○三省地区交流センターオープン
○りんごの降霜被害発生
○市北部で降ひょう被害発生
【６月】

○市の広い範囲で降ひょう被害発生
【７月】

○中心市街地活性化基本計画の認定を受ける
○「趣のある建物」22選を公表、マップ作成
【８月】

○弘前ねぷたまつり、平成最多の 81台が出陣
【９月】

○北京五輪ソフトボール日本代表監督の齋 春香
さんに初の市民栄誉賞を授与
○第１回弘前りんごＰＲソング振り付けコンテス
ト開催
○新和、裾野地区の一部で降ひょう被害発生 
【10 月】
○第１回弘前スポレク祭開催
【11月】
○めんにりんごのペーストを加えたりんごラーメ
ンがりんご公園軽食コーナーなどに登場
○合併後の新たな顕彰制度（ゴールド卍賞）を創
設。個人４人、団体４組に授与

　多年にわたり、市政の進展や社会福祉の増進、産業、

経済の振興などに尽力した人の功績をたたえる弘前市顕

彰を新たに創設。平成 20 年度の受賞者は、小枝健人
さん、小田桐純一さん、三浦佳見さん、五日市了三さん

の４個人と、豊田児童センター一輪車クラブ（工藤泰子

会長）、ＪＡつがる弘前農業青色申告会（平井勇次会長）、

つがる弘前農業協同組合とうもろこし部会（鈴木健部会

長）、齋藤昌美顕彰会（齊藤鉄顯会長）の４団体でした。

合併後の新たな顕彰制度  ゴールド卍賞
　

北
京
五
輪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
、

日
本
チ
ー
ム
を
金
メ
ダ
ル
に
導
い

た
齋

春
香
監
督
（
弘
前
市
出
身
）

に
、
９
月
18
日
、
当
市
で
は
初
と

な
る
「
弘
前
市
民
栄
誉
賞
」
を
贈

り
、
偉
業
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
齋
藤
さ
ん

は
、
弘
前
の
子
ど
も
た
ち
に
「
夢

に
向
か
っ
て
、
本
当
に
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

家
庭
ご
み
の
分
別
が
12
分
別
か
ら
９
分
別
に

　12分別のころは、収集・運搬・処理コス
トが増加し続けたことなどから、効率的な

行政サービスを行うための見直しを行い、

４月１日からガラスびんを統合、その他の

プラスチックを燃やせるごみに変更したほ

か、燃やせないごみのプラスチック素材を

燃やせるごみに変更し、９分別としました。

　この結果、ごみに関するコストが減った

ほか、市民の皆さんからは「分別しやすく

なった」という声も伝わってきました。

弘前市総合計画策定
　

１
月
、
弘
前
市
の
将
来
の
姿
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
政
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
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市
営
住
宅
の

　

市
営
住
宅
の

　
　
　

入
居
者
を
募
集

　
　
　

入
居
者
を
募
集

生
活
環
境
保
全

生
活
環
境
保
全

　
　
　

審
議
会

　
　
　

審
議
会

弘
前
市
景
観
懇
談
会

弘
前
市
景
観
懇
談
会

弘
前
市
景
観
懇
談
会

▽
募
集
団
地　

桜
ケ
丘
団
地

（
桜
ケ
丘
５
丁
目
４
）

▽
募
集
戸
数　

単
身
用
＝
12
戸

（
一
般
単
身
用
３
戸
、高
齢
単
身

用
９
戸
）／
家
族
用
＝
43
戸（
一

般
家
族
用
33
戸
、
高
齢
家
族
用

10
戸
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
等
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

▽
構
造
・
間
取
り　

①
４
階
建

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
…
単
身

用
＝
２
Ｄ
Ｋ
（
洋
間
１
室
、
和

室
１
室
、
台
所
兼
食
堂
１
室
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、
物
置
）
／
家

族
用
＝
３
Ｄ
Ｋ
（
洋
間
２
室
、

和
室
１
室
、台
所
兼
食
堂
１
室
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、
物
置
）　

②

木
造
平
家
建
て（
高
齢
単
身
用
）

…
１
Ｄ
Ｋ
（
洋
間
１
室
、
台
所

兼
食
堂
兼
居
間
１
室
、
浴
室
、

ト
イ
レ
、
物
置
）

▽
家　

賃　

単
身
用
＝
１
万
９

０
０
０
円
〜
４
万
６
０
０
０
円

程
度
／
家
族
用
＝
３
万
円
〜
５

万
８
０
０
０
円
程
度

※
収
入
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

▽
入
居
資
格

○
単
身
用
住
宅
は
昭
和
31
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
、

家
族
用
住
宅
は
同
居
親
族
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

い
る
こ
と

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

（
持
ち
家
が
な
い
こ
と
）

○
公
営
住
宅
法
施
行
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
基
準
の
収
入
以
内

で
あ
る
こ
と

○
市
県
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

○
高
齢
単
身
用
へ
申
し
込
む
場

合
は
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

○
高
齢
家
族
用
へ
申
し
込
む
場

合
は
、
家
族
全
員
が
60
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
夫
婦

の
み
の
場
合
、
夫
婦
の
一
方
が

60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
該
当
と
な

り
ま
す

▽
入
居
予
定
日　

４
月
１
日

▽
募
集
期
間　

１
月
５
日
〜
26

日（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

建

築
住
宅
課
住
宅
係
（
市
役
所
３

階
、
☎
内
線
４
１
５
）

　

市
営
住
宅
の

　
　
　

入
居
者
を
募
集

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
現
在
、「
弘
前
市
景

観
計
画
」
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
策
定

に
当
た
り
、
広
く
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
い
て
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、「
弘
前
市
景
観
懇
談

会
」
を
設
置
し
、
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

４
人
以
内

▽
応
募
資
格　

①
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人　

②
景
観
に
関

心
を
持
ち
、
公
平
・
公
正
な
発

言
が
で
き
る　

③
任
期
満
了
ま

で
継
続
し
て
懇
談
会
に
出
席
で

き
る　

④
市
の
ほ
か
の
附
属
機

関
の
委
員
、
国
・
地
方
公
共
団

体
の
議
員
・
職
員
で
な
い

※
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
こ
と
。

▽
応
募
期
間　

１
月
13
日
〜
２
月

13
日
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
）

▽
委
員
の
任
期
・
会
議
開
催
等　

任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
弘
前
市
景

観
計
画
素
案
の
策
定
ま
で
と
し
、

会
議
は
任
期
中
に
３
回
程
度
で
平

日
の
昼
間
に
開
催
予
定

▽
応
募
方
法　

応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、「
私
の
考
え

る
弘
前
の
景
観
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
小
論
文
（
応
募
者
本
人

が
作
成
し
た
も
の
で
、
８
０
０
字

程
度
。
様
式
は
自
由
で
、
図
・
写

真
等
の
使
用
可
）
を
添
付
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
都
市
計
画
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
、
都
市
計
画

課
、
岩
木
・
相
馬
総
合
支
所
、

各
出
張
所
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▽
選
考
方
法
等　

選
考
委
員
会

で
委
員
候
補
者
を
選
考
し
、
市

が
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

都

市
計
画
課
（
〒
036
・
８
５
５

１
、
上
白
銀
町
１
の
１
、
市

役
所
５
階
、
☎
内
線
４
４
８
、

フ
ァ
ク
ス
32
・
０
５
５
５
、
Ｅ

メ
ー
ルtoshikeikaku@

city.
hirosaki.lg.jp

）

生
活
環
境
保
全

　
　
　

審
議
会

　

市
で
は
、
新
た
に
策
定
す
る

環
境
基
本
計
画
の
内
容
の
審
議

な
ど
の
た
め
、「
弘
前
市
生
活

環
境
を
よ
く
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
弘
前
市
生
活
環
境
保
全

審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
は
、
各
種
団
体
な
ど
か

ら
選
任
す
る
ほ
か
、
２
人
程
度

を
公
募
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す

る
18
歳
以
上
の
市
民

▽
応
募
期
間　

１
月
５
日
〜
30

日（
郵
送
の
場
合
は
30
日
必
着
）

▽
委
員
の
任
期
・
会
議
開
催
等

　

任
期
は
就
任
か
ら
２
年
間
と

し
、
会
議
は
年
２
回
程
度
で
平

日
に
開
催

▽
応
募
方
法　

環
境
に
関
係
し

た
経
歴
・
活
動
内
容（
様
式
は
任

意
）
と
環
境
問
題
に
関
す
る
作

文
（
応
募
者
本
人
が
作
成
し
た

も
の
で
、８
０
０
字
程
度
）を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
提
出
書

類
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、郵
送
ま
た
は
持
参
、Ｅ
メ
ー

ル
で
、環
境
保
全
課
に
提
出
を
。

▽
結
果
の
通
知　

選
考
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
書
面
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

環

境
保
全
課
（
〒
036
・
８
５
５
１
、

上
白
銀
町
１
の
１
、
市
役
所
２

階
、
☎
内
線
２
１
５
、
Ｅ
メ
ー

ル

kankyou@
city.hirosaki.

lg.jp

）

委員募集

1

委員募集

2

国
保
給
付
制
度
の
改
正

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
給
付
制
度
が
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

▽
出
産
育
児
一
時
金
の
加
算
支
給

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
開
始
に

合
わ
せ
て
、
制
度
に
加
入
し
て
い

る
医
療
機
関
等
で
在
胎
週
数
22
週

以
降
に
出
産
し
た
場
合
は
、
３
万

円
を
加
算
し
て
38
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

　

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
医
療

機
関
等
で
出
産
し
た
場
合
は
、
従

来
ど
お
り
35
万
円
の
支
給
で
す
。

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
証
明
書

と
し
て
、
医
療
機
関
等
が
発
行
す

る
登
録
証
ま
た
は
領
収
証
の
写
し

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額

２
分
の
１
特
例

　

月
の
途
中
（
１
日
生
ま
れ
は
除

く
）
で
満
75
歳
と
な
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）

に
加
入
し
た
人
が
、
加
入
前
は
国

保
被
保
険
者
の
場
合
は
、
そ
の
月

だ
け
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

人
の
被
扶
養
者
が
国
保
加
入
し
た

場
合
も
、
そ
の
月
だ
け
高
額
療
養

国保年金課

お知らせ

費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
２
分
の

１
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
は
平
成
20
年
４
月

〜
12
月
診
療
分
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
申
請
受
け
付
け
は
平
成
21

年
夏
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

国
保
給
付
係
（
市
役
所
１
階
、
窓

口
157
、
☎
内
線
２
０
９
）

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期　

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
で
納
付
し
て
い
る

人
は
、
申
請
し
、
認
め
ら
れ
た
場

合
に
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
）
へ
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

納
付
方
法
を
変
更
す
る
場
合

は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手

続
き
を
し
た
後
、「
弘
前
市
市
税

等
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
納
付

依
頼
・
変
更
申
込
書
」
の
控
え
と

印
鑑
を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

○
国
民
健
康
保
険
料　

国
保
年
金

課
国
保
保
険
料
係
（
窓
口
158
、
☎

内
線
２
０
７
・
２
１
０
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

国

保
年
金
課
高
齢
医
療
係
（
窓
口

156
、
☎
内
線
２
０
８
・
４
９
３
）

保だ度に人場

からの



8

お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

…　広報ひろさき　平成２１年１月１日号9

催　

し

バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ク
テ
ル

＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー　

　

カ
ク
テ
ル
と
ワ
イ
ン
と
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
す
て
き
な
出
会
い

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
特
に
女
性

の
参
加
者
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
と　

き　

１
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
土
手
町
）13
階
ス
カ
イ
バ
ン
ケ
ッ

ト
ル
ー
ム
ス
テ
ラ

▽
内　

容　

カ
ク
テ
ル
と
ワ
イ
ン

と
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
の
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
。
今
回
は
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
に
ち
な
ん
で
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
（
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
噴
水
）
も
登
場
し
ま
す
。

▽
対　

象　

お
お
む
ね
23
歳
〜
45

歳
の
独
身
男
女
（
男
性
は
市
内
に

居
住
す
る
農
業
青
年
）
＝
各
20
人

程
度

※
男
性
参
加
者
は
、
実
行
委
員
を

優
先
し
ま
す
。

▽
参
加
料　

男
性
＝
３
５
０
０
円

／
女
性
＝
２
０
０
０
円

▽
申
込
先　

１
月
23
日
ま
で
に
、

弘
前
市
青
年
交
流
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
賀
田
１
丁
目
、
市
農
業

委
員
会
事
務
局
内
、
☎
82
・
１

６
３
８
、
Ｅ
メ
ー
ルnougyou@

city.hirosaki.lg.jp

）
へ
。

こ
ど
も
の
森
１
月
の
行
事

◎
新
春
登
山

▽
と　

き　

１
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜

◎
初
春
弓
矢
大
会

▽
と　

き　

１
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▽
内　

容　

午
前
＝
弓
矢
作
り
、

競
技
の
練
習
／
午
後
＝
距
離
と
標

的
当
て
の
競
技
（
上
位
入
賞
者
に

は
賞
品
を
贈
呈
）

◎
「
雪
と
あ
そ
ぼ
う
！
」
雪
ダ
ル

マ
作
戦

▽
と　

き　

１
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、

久
渡
寺
地
内
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

替
え
の
下
着
・
靴
下
・

手
袋
、
雨
具
、
防
寒
着
、
冬
用
の

長
靴
、
飲
料
水
、
昼
食
（
器
）

※
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）
か
、
市
公
園
緑
地
協
会

（
☎
33
・
８
７
３
３
）
へ
。

※
１
月
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

開
館
日
は
、毎
週
土
・
日
曜
日
（
１

月
３
日
を
除
く
）、
祝
日
、
５
日
・

７
日
・
８
日
・
９
日
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
戸
端
会
議

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
自
由
な
意
見
・
情
報
交
換
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
と
し
て

月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
２
階
セ
ミ
ナ
ー

室▽
内　

容　
「
私
に
も
で
き
る
環

境
と
人
に
優
し
い
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
弘

前
地
区
リ
ー
ダ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａ
Ｓ
Ｋ
（
エ
コ
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
木
村
若
子
さ
ん
の
お
話

と
交
流

※
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
）
も
回
収
し
ま
す

の
で
、
持
参
を
。

▽
参
加
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀
町
、

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
、
☎

38
・
５
５
９
５
）

※
日
・
月
曜
日
は
休
館
。
火
曜
日

は
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
26
・

４
８
０
０
）
へ
。

◎
最
新
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

は
こ
ち
ら
か
ら
。（http://w

w
w
.

hi-it.jp/ ~vsc/

）

　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▽
と　

き　

２
月
８
日
（
日
）

開
場
＝
午
後
１
時
半
、
開
演
＝
午

後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
１
丁
目
）

ホ
ー
ル

▽
内　

容　

小
沢
小
学
校
合
唱
団

に
よ
る
「
あ
い
や
節
幻
想
曲
」
ほ

か
、
お
ぼ
ろ
月
夜
、
赤
と
ん
ぼ
ほ

か
10
曲
、
カ
ン
タ
ー
タ
147
番
ほ
か

（
指
揮
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
…
島
口
和

子
さ
ん
、
演
奏
…
弘
前
バ
ッ
ハ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
）

▽
定　

員　

５
５
０
人

▽
入
場
料　

高
校
生
以
上
＝
１
０

０
０
円
／
中
学
生
以
下
＝
無
料

（
整
理
券
を
発
行
）

▽
入
場
券
取
扱
所
（
１
月
11
日
販

売
開
始
）　

弘
前
中
三
、
さ
く
ら

野
弘
前
店
、
ザ
・
サ
ン
ワ
弘
前
樋

の
口
店
、
四
季
彩
館
、
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
樹
木
店
、
Ｅ
Ｌ
Ｍ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
中
央
公
民
館
岩
木

館▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
木
文
化
セ

ン
タ
ー
自
主
事
業
実
行
委
員
会

（
賀
田
１
丁
目
、
中
央
公
民
館
岩

木
館
内
、
☎
82
・
３
２
１
４
、
フ
ァ

ク
ス
82
・
３
４
２
６
）
へ
。

【展示会など】

●弥生いこいの広場写生コンクー

ル入賞作品展　４日～ 12日
●冬芽の樹木展　23日～ 28 日
【講習会など】

●園芸用土と肥料の話

24 日、午後１時半～３時半
●休館日　１日～３日・５日・

13日・19 日・26 日
●問い合わせ先　緑の相談所（☎

33・8737）

映
＝
11
時
／
午
後
の
部
…
開
場
＝

１
時
、
上
映
＝
１
時
半

▽
上
映
作
品

○
１
月
10
日
＝
午
前
の
部
…
「
お

に
た
の
ぼ
う
し
」「
鬼
の
子
と
ゆ

き
う
さ
ぎ
」、
イ
ソ
ッ
プ
ワ
ー
ル

ド
か
ら「
ラ
イ
オ
ン
に
化
け
た
猫
」

「
三
匹
と
海
賊
た
ち
」
／
午
後
の

部
…
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

ア
ニ
メ
名
作
シ
リ
ー
ズ
か
ら
「
シ

ン
デ
レ
ラ
」

○
１
月
11
日
＝
午
前
の
部
…
「
カ

ワ
ウ
ソ
親
子
の
冒
険
」「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
ボ
ク
の
ヒ
ー
ロ
ー
」、

イ
ソ
ッ
プ
ワ
ー
ル
ド
か
ら
「
ず
る

い
ぞ
！
ひ
き
ょ
う
だ
！
コ
ー
モ
リ

ボ
ー
イ
」「
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
、

北
風
VS
太
陽
」
／
午
後
の
部
…

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ

メ
名
作
シ
リ
ー
ズ
か
ら
「
ピ
ノ
キ

オ
」

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

駅
前
市
民

ホ
ー
ル
（
☎
34
・
１
１
１
２
）

学
校
保
健
研
修
会

　

弘
前
市
学
校
保
健
会
が
、
学
校

関
係
者
・
医
療
関
係
者
・
保
護
者

を
対
象
に
学
校
保
健
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▽
と　

き　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）２
階
多
目
的
ホ
ー

ル▽
内　

容　

講
演
「
気
に
な
る
お

子
さ
ん
の
理
解
と
支
援
に
つ
い

て
」
…
講
師
・
松
本
敏
治
さ
ん
（
弘

前
大
学
教
育
学
部
教
授
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
学
校

保
健
会
事
務
局（
草
薙
小
学
校
内
、

☎
93
・
２
２
１
８
）

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

１
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
内　

容　
「
お
じ
ち
ゃ
（
お
じ

い
ち
ゃ
ん
）
か
ら
の
手
紙
」
…
講

師
・
柳
田
光
祥
さ
ん
（
弘
前
地
区

保
護
司
会
事
務
局
長
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

※
傷
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

１
月

20
日
ま
で
に
、
弘
前
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会（
木
村
さ
ん
、

東
奥
義
塾
高
校
内
、
☎
92
・
４
１

１
１
、
フ
ァ
ク
ス
92
・
４
１
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ルkim

ura1961tohgi@
yahoo.co.jp

）
へ
。

ほ
っ
と
シ
ア
タ
ー

〜
ア
ン
コ
ー
ル
ア
ワ
ー
〜

▽
日　

程　

１
月
15
日
＝
「
Ｓ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ　

青
森
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

カ
メ
ラ
マ
ン
澤
田
教
一
の
生
と

死
」
／
２
月
19
日
＝
「
稚
内
発　

学
び
座　

ソ
ー
ラ
ン
の
歌
が
聞
こ

え
る
」
／
３
月
19
日
＝
「
植
村
直

己
の
夢
と
探
検
」

※
い
ず
れ
も
午
後
０
時
半
開
場
、

１
時
上
映
で
す
。
満
員
の
場
合
、

入
場
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
入
場
料　

無　

料

※
駐
車
場
４
時
間
無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

駅
前
市
民

ホ
ー
ル
（
☎
34
・
１
１
１
２
）

冬
休
み
子
ど
も
映
画
ま
つ
り

〜
ア
ニ
メ
大
行
進
〜

▽
と　

き　

１
月
10
日
・
11
日

午
前
の
部
…
開
場
＝
10
時
半
、
上

雪
上
ラ
グ
ビ
ー
大
会

▽
と　

き　

２
月
７
日
の
午
前
11

時
〜
と
２
月
８
日
の
午
前
８
時
50

分
〜

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
多
目
的
広
場

▽
対　

象　

高
校
の
部
＝
県
協
会

登
録
の
選
手
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
／
ス
パ
イ
ク
の
部
＝
一
般
・
大

学
生
で
ス
パ
イ
ク
な
ど
の
着
用
を

希
望
す
る
チ
ー
ム
／
な
が
け
り
の

部
＝
所
属
や
経
験
な
ど
は
問
わ

ず
、
ゴ
ム
長
靴
の
着
用
を
義
務
づ

け
ら
れ
る
チ
ー
ム
／
協
会
選
抜

チ
ー
ム
＝
人
数
が
７
人
に
満
た
な

い
チ
ー
ム
や
、
個
人
、
初
心
者

▽
参
加
料　

弘
前
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
＝
２

０
０
０
円
／
そ
の
他
の
チ
ー
ム
＝

６
０
０
０
円

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

１
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
第
４
研
修
室

▽
内　

容　

「
年
金
の
基
礎
知
識
、

雇
用
・
健
康
保
険
」
…
講
師
・
油

川
安
孝
さ
ん（
社
会
保
険
労
務
士
）

▽
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
県
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
協
会
（
☎
青
森

017
・
775
・
４
０
６
５
、
フ
ァ
ク

ス
017
・
734
・
７
４
８
３
）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

お知らせ

緑の相談所

１
月
の
催
し

教
室･

講
座
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年１月１日号11

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

【一般投影】

★テーマ　太陽系の旅　　　　

★と　き　平日＝午後１時半、

午後３時／日曜日、祝日＝午

前 10 時半、午後１時半、午後
３時（各 45 分間投影）
※土曜日は“くつろぎプラネ”

と“みんなで星空散歩”を投影。

★休　み　１日～４日と毎週

火曜日

【くつろぎプラネ】

★テーマ　冬の輝く星めぐり

★と　き　毎週土曜日、午後１時

半と午後３時（各 45分間投影）
★観覧料（一般投影、くつろぎプ

ラネ共通）

一　般＝ 240 円
高校生＝ 120 円
※ 60 歳以上の市民、市内の小・
中学生や障害者、外国人留学生は

無料。年齢や住所を確認できるも

のを提示してください。

【みんなで星空散歩】

★テーマ　明るい７個の星

★と　き　毎週土曜日、午前 10
時半～ 11時
★観覧料　無　料

★問い合わせ先　中央公民館（☎

33・6561）

ニ
ー
ハ
オ
中
国
語
教
室

▽
と　

き　

１
月
20
日
〜
７
月
１

日
（
週
１
回
、
全
18
〜
19
回
）

▽
教
室
・
曜
日
・
時
間

①
入
門
１
…
毎
週
水
曜
日
の
午
後

８
時
10
分
〜
９
時
40
分

②
入
門
２
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時

③
初
級
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後
８

時
10
分
〜
９
時
40
分

④
準
中
級
１
…
毎
週
水
曜
日
の
午

後
６
時
半
〜
８
時

⑤
準
中
級
２
…
毎
週
木
曜
日
の
午

後
６
時
半
〜
８
時

⑥
中
級
１
…
毎
週
火
曜
日
の
午
前

10
時
〜
11
時
半

⑦
中
級
２
…
毎
週
火
曜
日
の
午
後

６
時
半
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

①
④
＝
西
交
流
セ
ン

タ
ー
（
城
西
４
丁
目
）
／
②
③
⑤

＝
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
（
末
広
４

丁
目
）
／
⑥
⑦
＝
南
富
田
町
体
育

セ
ン
タ
ー
（
南
富
田
町
）

▽
講　

師　

張
輝
さ
ん
、
赫
英
紅

さ
ん
ほ
か

▽
定　

員　

各
教
室
12
人
（
先
着

順
）

※
申
込
人
数
が
少
な
い
教
室
は
開

催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

１
万
円

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
別
途
１
３

０
０
円
〜
２
４
０
０
円
が
必
要
。

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は
初
回
に

納
入
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

１
月

３
日
か
ら
、
ニ
ー
ハ
オ
サ
ー
ク
ル

事
務
（
平
山
さ
ん
、
☎
35
・
８
２

５
９
、
Ｅ
メ
ー
ルhira@

jom
on.

ne.jp

）
へ
。

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
の

 

ご
利
用
を　
　
　
　
　

　

収
納
課
で
は
、
平
日
や
日
中
に

納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
夜
間
・
休
日
納
税
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い

特
別
な
事
情
が
あ
る
人
は
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
電
話
で
の
相

談
や
市
税
な
ど
の
納
付
も
で
き
ま

す
。

▽
夜
間
納
税
相
談　

１
月
15
日
・

16
日
・
28
日
〜
30
日
の
午
後
５
時

15
分
〜
７
時
半

▽
休
日
納
税
相
談　

１
月
25
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
は
休
日
納
税

相
談
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所　

収

納
課
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
205
、

☎
内
線
２
３
６
・
３
９
１
・
４
０

３
／
夜
間
・
休
日
…
☎
32
・
１
０

８
５
、
32
・
１
０
９
６
、
☎
35
・

１
２
６
９
）

償
却
資
産
の
申
告

　

申
告
が
必
要
な
個
人
・
法
人
は
、

２
月
２
日
ま
で
に
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
が
必
要
な
人　

平
成
21
年

１
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
事
業

用
の
減
価
償
却
資
産
（
家
屋
及
び

自
動
車
等
を
除
く
）
を
有
す
る
個

人
ま
た
は
法
人

▽
提
出
場
所　

資
産
税
課
資
産
税

係
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
210
）

※
岩
木
・
相
馬
総
合
支
所
、
各
出

張
所
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
書
の
送
付　

前
年
ま
で
に

申
告
が
あ
っ
た
り
、
新
た
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
個
人
や
法
人
に

は
、
申
告
用
紙
と
説
明
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
申
告
用
紙
が
届
か
な

か
っ
た
り
不
足
し
て
い
る
場
合
な

ど
は
、
資
産
税
係
（
☎
内
線
２
４

４
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

　

青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

次
の
業
種
の
労
働
者
と
使
用
者
に

対
し
、
昨
年
12
月
21
日
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
業　

種　

①
鉄
鋼
業
＝
７
５
０

円　

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
＝
６
９

０
円　

③
各
種
商
品
小
売
業
＝
６

８
５
円　

④
自
動
車
小
売
業
＝
７

２
２
円

※
金
額
は
い
ず
れ
も
時
間
額
で
、

４
業
種
と
も
18
歳
未
満
ま
た
は
65

歳
以
上
の
人
、
軽
易
な
業
務
に
従

事
す
る
人
、
雇
入
れ
後
一
定
期
間

（
業
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
未

満
の
技
能
習
得
中
の
人
は
除
く
。

　

な
お
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
青
森
県
最

低
賃
金
は
、
平
成
20
年
10
月
29
日

か
ら
時
間
額
６
３
０
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
局

賃
金
室
（
☎
青
森
017
・
734
・
４
１

１
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.aom

ori.plb.go.jp/

）
／
弘

前
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
33
・
６

４
１
１
）

灯
油
な
ど
の　
　
　

  

流
出
事
故
に
注
意
を

　

例
年
、
燃
料
タ
ン
ク
の
配
管
の

破
損
や
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
小
分

け
す
る
と
き
の
不
注
意
が
原
因

で
、
灯
油
な
ど
を
流
出
さ
せ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
の
流
出
事
故
は
、
河
川
や
用

排
水
路
を
汚
染
し
、
上
水
道
の
取

水
停
止
な
ど
の
大
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
原

因
者
が
多
額
の
費
用
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
燃
料
タ
ン
ク
の
周
り
に
防
油
堤

を
つ
け
る

②
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク

な
ど
に
小
分
け
す
る
と
き
は
、
最

後
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い

③
燃
料
タ
ン
ク
の
配
管
を
除
雪
機

な
ど
で
傷
付
け
な
い
た
め
に
、
雪

が
積
も
っ
て
も
配
管
の
位
置
が
分

か
る
よ
う
に
目
印
を
付
け
る

④
燃
料
タ
ン
ク
内
の
減
り
具
合
が

早
い
と
き
や
、
燃
料
タ
ン
ク
の
周

囲
で
油
の
に
お
い
が
す
る
と
き
は

油
が
漏
れ
て
い
な
い
か
調
べ
る

⑤
万
が
一
油
が
漏
れ
て
も
、
決
し

て
中
和
剤
や
洗
剤
な
ど
は
使
わ
な

い

※
油
が
側
溝
な
ど
に
流
れ
出
た
と

き
は
、
速
や
か
に
環
境
保
全
課
ま

た
は
消
防
本
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

（
☎
内
線
３
７
３
・
２
１
５
）
／

消
防
本
部
予
防
課
（
本
町
、
☎

32
・
５
１
０
４
）

平
成
21
年
度
青
森
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
学
生
募
集

▽
募
集
す
る
科
と
定
員　

生
産
技

術
科
・
制
御
技
術
科
＝
各
20
人
／

電
子
情
報
技
術
科
＝
30
人

▽
応
募
資
格　

高
卒
者
（
平
成
21

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
高
卒
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人▽
願
書
受
付
期
間　

１
月
８
日
〜

23
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
試
験
日　

２
月
５
日
（
木
）

▽
試
験
科
目　

数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ

▽
試
験
会
場　

青
森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
、
弘
前
会
場
、
青

森
会
場
の
３
会
場

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
職
業
能

力
開
発
短
期
大
学
校
（
五
所
川
原

市
飯
詰
、☎
五
所
川
原
０
１
７
３
・

37
・
３
２
０
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
１

７
３
・
37
・
３
２
０
３
）

ガ

ス

を

安

全

に

　

ガ
ス
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
事

故
防
止
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
点
火
・
消
火
は
目
で
確
認
す
る

○
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
必
ず
赤
い
線
ま

で
差
し
込
み
、
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で

し
っ
か
り
止
め
る

○
未
使
用
の
ガ
ス
栓
に
は
ゴ
ム

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る

○
給
排
気
の
点
検
を
行
い
、
ガ
ス

器
具
の
使
用
時
は
換
気
に
十
分
気

を
つ
け
る

○
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
な
ど
の
安
全

対
策
の
装
置
を
取
り
付
け
る

○
器
具
の
故
障
の
場
合
は
専
門
家

に
依
頼
す
る

○
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
付
・
立

ち
消
え
安
全
装
置
付
の
器
具
を
使

用
す
る

▽
問
い
合
わ
せ
先  

ガ
ス
に
関
す

る
こ
と
は
ガ
ス
供
給
事
業
所
へ
。

火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
は
、
最

寄
り
の
消
防
署
・
分
署
へ
。

【新春恒例消防団出初式】

　１月 12 日（成人の日）、新春恒例の「消防団出初式」を土手

町通りを会場に、西目屋村消防団と合同で実施します。

　新年を迎え、歴史と伝統を誇る消防団のまとい振りや、行進ラッ

パに合わせた勇壮な分列行進など、消防の心意気を披露します。

　なお、会場となる一番町十文字から中土手町（まちなか情報セ

ンター交差点まで）は、午前８時 50 分から 10 時半まで一般車

両の通行が規制されます。市民の皆さんにご不便をおかけします

消防本部からのお知らせ

が、ご協力をお願いします。

【消防車両の緊急走行にご協力を】

　冬期間は、路面の凍結や渋滞など

で交通事情が悪くなり、消防車両の

走行に支障を来すことがあります。

緊急車両の優先通行にご協力をお願

いします。

▽問い合わせ先　消防本部警防課

（本町、☎ 32・5103）

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

会
場
使
用
受
付　
　

　

平
成
21
年
度
の
各
会
場
の
使

用
申
し
込
み
を
１
月
14
日（
水
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
使
用
を

予
定
し
て
い
る
人
は
、
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
・
中
会

議
室
、
集
会
室
は
使
用
す
る
日

の
30
日
前
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学

習
情
報
館
（
末
広
４
丁
目
、
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
26
・

４
８
０
０
）
へ
。

そ
の
他

お知らせ

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

１月
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２１年１月１日号13

まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。
●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

青
森
労
働
時
間
等　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

　

賃
金
や
労
働
時
間
を
は
じ
め
と

す
る
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
つ
い
て
、
事
業
主
や
労
働
者
か

ら
の
相
談
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日
＝
午

後
２
時
〜
８
時
／
土
曜
日
＝
午
後

１
時
〜
６
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
相
談
受
け
付
け
電
話　

☎
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
０
０

１
・
１
１
９

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
時

間
等
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
青
森

017
・
721
・
３
５
３
２
）

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
３

回
程
度
）
を
通
し
て
県
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
聞
き
、

施
策
の
企
画
・
立
案
の
参
考
に
す

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
人
（
議
員
、
公
務
員
、

行
政
相
談
委
員
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
る

人
や
今
後
な
る
予
定
の
人
、
平
成

16
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
た
人
を
除
く
）

▽
募
集
人
員　

１
０
０
人
程
度

▽
委
嘱
期
間　

平
成
21
年
４
月
か

ら
１
年
間

▽
応
募
方
法　

郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・

生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
・

応
募
理
由
・
各
種
モ
ニ
タ
ー
の
経

験
・
Ｅ
メ
ー
ル
を
使
え
る
場
合
は

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携
帯
電
話

以
外
）
を
記
入
し
、
１
月
30
日
ま

で
に
、
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
を
。

※
結
果
は
平
成
21
年
３
月
末
ま
で

に
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

県
企

画
政
策
部
政
策
調
整
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
県
政
モ
ニ
タ
ー
係

（
〒
030
・
８
５
７
０
、
青
森
市

長
島
１
丁
目
１
の
１
、
☎
青
森

017
・
734
・
９
１
３
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

koho@
pref.aom

ori.lg.jp

）

都
市
計
画
案
の
説
明
会
と
縦
覧

　

弘
前
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

（
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
区

計
画
）
の
変
更
に
係
る
都
市
計
画

案
の
説
明
会
と
縦
覧
を
開
催
し
ま

す
。

【
説
明
会
】

▽
と　

き　

１
月
20
日
（
火
）　

　
　
　
　
　

午
後
６
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

市
役
所（
上
白
銀
町
）

２
階
大
会
議
室

【
縦　

覧
】

▽
と　

き　

１
月
16
日
〜
29
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

都
市
計
画
課
（
市
役

所
５
階
）

▽
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

弘
前
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

（
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
区

計
画
）

▽
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区

域　

弘
前
市
大
字
扇
町
１
丁
目
、

扇
町
２
丁
目
、
扇
町
３
丁
目
及
び

小
比
内
３
丁
目
の
各
一
部

▽
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

計
画
係
（
☎
内
線
５
３
６
）

弘前城雪燈籠まつり弘前城雪燈籠まつり

　市民手作りのまつり「弘前城雪燈籠（どう

ろう）まつり」を、今年も弘前公園を会場に、

２月７日（土）～ 11 日（水）までの５日間

の日程で開催します。

【雪燈籠製作者を募集】

　雪燈籠まつり運営委員会では、雪燈籠や雪

像、ミニ雪像、雪だるまの製作者を募集して

います。学校や職場の仲間、家族で製作して

みませんか。

▽製作期間　１月 29日（木）～２月６日（金）

▽参加条件　製作費・用具などは製作者が準

備し、製作期間内に完成させること

▽製作内容

①雪燈籠の製作者には、型枠、製作手引き、

配置図を用意

②雪像の製作者は、主催者が設ける幅３㍍、

高さ４㍍の雪柱を素材に製作

③ミニ雪像の製作者には、型枠を用意。高さ

２㍍の雪像を製作

④雪だるまは高さ約 1.5 ㍍のものを製作

※製作場所は、まつり運営委員会が指定しま

す。

▽問い合わせ・申込先　１月 14 日までに、

雪燈籠まつり運営委員会（市役所６階、観光

物産課内、☎内線 250）へ。

【雪の提供に協力を】
　まつりの雪像などを作るため、除排雪した

雪が必要です。ご協力ください。

▽搬入期間　１月 13 日（火）～ 22 日（木）、

午前９時～午後４時

▽搬入場所　弘前公園四の丸レクリエーショ

ン広場

▽注　意　汚れていない雪をお持ちくださ

い。公園には「緑の相談所」側の入り口から

入り、係員または看板の指示に従ってくださ

い。ただし、園内の雪の状況で、搬入をお断

りする場合もあります。

▽問い合わせ先　観光物産課（☎内線 250）

ボランティア・デー２００８

　12 月７日、今年で６回目となるボランティア・デ
ーが、「見たい、知りたい、今日から私にできること」
をテーマに、総合学習センター（末広４丁目）で開催
されました。
　オープニングセレモニーでは、環境保護や福祉、子
育てなどさまざまな分野で市及び市周辺で活動し

ている 40の個人と団体による自己紹介、車
いす社交ダンスのステージなどが行わ
れ、イベントのスタートを飾りました。
　また、各コーナーでは作品の展
示やアトラクション、ボランティ
ア体験コーナーなどで、市民と
触れ合い、楽しみながら活動内
容を紹介していました。
　クイズを出題するコーナーも
あり、クイズの正解数により景
品がもらえるクイズラリーに、
子どもからお年寄りまでたくさん
の人が参加していました。

ている 40の
いす社交
れ、イ
　ま
示
ア
触
容
　
あ
品
子
の人

▲なにができるかな？
　（マジックバルーンコーナー）

▲

オープニング
セレモニー

クリスマスキャンドル

　スタンド作り講習会

　クリスマスが間近に迫った 12 月 13 日、市立観光
館（下白銀町）で、オリジナルのキャンドルスタンド
を作る講習会が開催されました。
　今回の講習会で作ったキャンドルスタンドは、ガラ
スのコップに色とりどりのガラス玉やシーグラスを接
着剤で張り付けるというもの。参加者たちは、張り付
け作業に苦戦しながらも、キャンドルの灯がともった
ときのことをイメージしながら作品を仕上げていまし
た。

１２月７日

１２月１３日



弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

…　広報ひろさき　平成２１年１月１日号

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

15

あ
な
た
の
健
康
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

検
診
の
受
診
を

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
、
巡
回
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
は
１
月
13
日
ま
で
に
、
電
話
で

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

１
月
20
日
・
22
日
・

26
日
・
28
日
・
31
日
、
２
月
４
日
・

６
日
（
２
月
４
日
は
女
性
の
み
）

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
20
人

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
で

す
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

１
月
14
日
・
19
日
・

30
日
・
31
日
、
２
月
４
日

※
１
月
の
託
児
日
は
30
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

各
日
10
人

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

【
巡
回
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
】

　

本
年
度
最
後
の
巡
回
検
診
で

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

１
月
18
日
（
日
）

▽
対　

象　

40
歳
以
上
で
、
平
成

21
年
３
月
31
日
現
在
、
偶
数
歳
の

女
性
市
民
（
職
場
で
受
診
で
き
る

人
、
妊
娠
中
や
授
乳
中
の
人
を
除

く
）

▽
定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

▽
内　

容　

検
診
車
に
よ
る
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
検
診

▽
料　

金　

各
７
０
０
円

▽
受　

付　

午
前
９
時
〜
10
時

（
受
け
付
け
か
ら
検
診
終
了
ま
で

３
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
）

【
指
定
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
・
前
立

腺
が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・
結

核
検
診
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ほ
か
、
市
の
指
定
医
療
機
関

で
も
受
診
で
き
ま
す
。
指
定
医
療

機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合

は
、
直
接
指
定
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
指
定
医
療
機
関
や
検
診
な

ど
の
料
金
は
「
健
康
と
福
祉
ご
よ

み
」
で
確
認
す
る
か
、
弘
前
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

幼
児
子
育
て
教
室

▽
と　

き　

１
月
19
日
（
月
）

▽
受　

付　

午
前
10
時
〜
10
時
半

（
教
室
終
了
は
午
後
０
時
半
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

子
育
て
相
談
／
ミ
ニ

講
話
（
心
理
相
談
員
）
／
親
子
遊

び
／
身
長
・
体
重
測
定
（
希
望
者
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児

（
１
歳
以
上
）
と
そ
の
家
族
＝
40

組
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

１
月
５
日
〜
13
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

乳
児
子
育
て
教
室

「
離
乳
食
教
室
」　

▽
と　

き　

１
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

離
乳
食
講
話
・
グ
ル

ー
プ
レ
ッ
ス
ン
／
は
じ
め
て
の
歯

み
が
き
講
座

▽
対　

象　

平
成
20
年
８
月
・
９

月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

１
月
５
日
〜
９
日

に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
午
後
０
時
半
〜
１
時
半
に
は
、

乳
児
（
０
か
月
〜
11
か
月
児
）
の

身
長
・
体
重
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
電
話
で
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
１
月
21
日
・
22
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
19
年
７
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
１
月
７
日
・
８
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
17
年
６
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
１
月
14
日
・
15
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
20
年
１
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。
対
象
児
（
平
成
18

年
７
月
生
ま
れ
）
に
は
通
知
し
ま

す
。

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

　

介
護
予
防
を
テ
ー
マ
に
、
計
６

回
開
催
し
ま
す
。

　

第
５
回
目
と
な
る
今
回
は
「
認

知
症
予
防
」
で
す
。

▽
と　

き　

１
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

講
話
「
認
知
症
を
防

　弘前市保健センターでは、本人や家族の

心の悩みについて、保健師が面接して相談

に応じています。相談内容は秘密厳守で応

じています。希望する人は事前に電話で申

し込みください。なお、相談は無料です。

▽１月・２月の相談日　１月＝６日（火）・

20日（火）／２月＝３日（火）・17日（火）
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時

（土・日曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健セン

ター（☎ 37・3750）

のののののののののののののののののののののののこころこころ

ンターでは、本人や家族の

健康相談健康相談健康相談健康相談

ニュースポーツ体験とストレッチ教室

▽と　き　１月 16 日～２月６日の毎週金曜日、午前

10時～ 11 時半

▽ところ　岩木Ｂ＆Ｇ海洋センター（兼平字猿沢）

▽内　容　ユニカール、ラージボール卓球、ストレ

ッチ体操の中から１つを選び体験（種目は毎回変更

可能）

▽対　象　市民＝ 20人

▽参加料　無料（スポーツ安全保険に加入を）

▽持ち物　フェースタオル、屋内シューズ

▽問い合わせ・申込先　岩木Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎

82・5700）

河西体育センターのスポーツ教室

【プールで体力づくり教室】

▽と　き　１月 29 日～３月５日の毎週木曜日、午前

10時～ 11 時

▽内　容　水中での体操・ストレッチ、簡単な筋力

トレーニングなど

▽対　象　市民＝ 20人

【高齢者のための水中ウォーキング教室】

▽と　き　２月３日～３月 10 日の毎週火曜日、午後

１時半～２時半

▽内　容　水中ウォーキングの基本・応用、ストレ

ッチ、簡単な筋力トレーニングなど

▽対　象　おおむね 60歳以上の市民＝ 15人

【バウンドテニス体験教室】

▽と　き　２月４日～３月 25 日の毎週水曜日、午前

10時～正午

▽内　容　バウンドテニスの基本からダブルスのゲ

ームまで

▽対　象　市民＝ 10人

　～共通事項～

▽ところ　河西体育センター（石渡１丁目）

▽参加料　無料（スポーツ安全保険に加入を）

▽申し込み方法　往復はがきに住所・氏名・生年月日・

電話番号・希望する教室名を１つ記入し、１月 13 日

（必着）までに河西体育センター（〒 036・8316、石

渡１丁目 19の１）へ。

※はがき１枚で１人までとし、応募多数の場合は抽

選で決定します。

▽問い合わせ先　河西体育センター（☎ 38・3200）

さわやか体操教室

▽と　き　１月 26 日（月）か２月２日（月）のいず

れか１日、午前 10時～ 11 時半

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽内　容　体験してみよう！ヨガ体操…講師・フィ

ットネスクラブウイング弘前のインストラクター

※希望者には、血圧・体脂肪測定を行います。

▽定　員　各日 30人

▽参加料　無　料

▽申込先　１月９日から電話で、弘前市民健康推進協

議会事務局（弘前市保健センター内、☎ 37・3750）へ。

「
お
口
を
〝
あ
ー
ん
〞
し
て
」（
３
歳
児
健
診
）

ぐ
た
め
今
日
か
ら
で
き

る
こ
と
」
…
講
師
・
須

藤
武
行
さ
ん
（
す
と
う

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▽
対　

象　

65
歳
以
上

の
市
民
＝
30
人
（
先
着

順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込

先　

１
月
７
日
か
ら
、

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。

冬も体を動かそう

　
　年
に一度は検

診
を

受
けましょう

14
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　美術作品は、表面上の美しさを楽しむのはもちろん
ですが、その裏側にある物語を知ると、もっと深く読
み込むことができます。今回の企画展では、屏風（び
ょうぶ）などの絵、また、書や印章に隠された物語の
絵解き・謎解きを試みます。
　左の写真の絵は、肉筆浮世絵の美人画として優れた
ものですが、見立て絵として裏の意味を知ると別の表
情が見えてきます。答えは市立博物館でどうぞ。
▽開催期間　１月 10日～３月 22日
▽開館時間　午前９時半～午後４時半

▽観覧料　一般＝ 280 円（210 円）／高校・大学生＝ 140 円（100 円）／小・中学生＝ 80円（40
円）
※（　）内は 20 人以上の団体料金。60 歳以上の市民、市内の小・中学生や障害者、外国人
留学生は無料。年齢や住所を証明できるものを提示してください。
▽休館日　毎週月曜日（ただし、１月 12日、２月９日は開館、１月 13日は休館）
▽問い合わせ先　市立博物館（下白銀町、☎ 35・0700）

市立博物館企画展市立博物館企画展

謎解き・美術を読む小
川
破
笠
「
美
人
図
（
太
夫
図
）」

　日本で最も有名な小説家ともいわれ、多感な青春時代を弘前で過ごした太宰治の生誕 100
年に当たり、作品・生涯などを紹介し、顧みます。
▽開催期間　１月 12日～ 12 月 28 日（2009 年展）
▽開館時間　午前９時～午後５時
▽観覧料　高校生以上＝ 100 円／小・中学生＝ 50円
※ 65 歳（３月 31日までは 60歳）以上の市民、市内の小・中学生や障害者、外国人留学生は
無料。年齢や住所を確認できるものを提示してください。また、常設展も展示内容を替えてい
ますので、同時にお楽しみください。
▽問い合わせ先　市立郷土文学館（下白銀町、追手門広場内、☎ 37・5505）

市立郷土文学館企画展市立郷土文学館企画展

太宰治生誕１００年展

納期限＝２月２日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期今月の市税などの納期

固 定 資 産 税 第４期
国民健康保険料  第７期
介 護 保 険 料  第７期
後期高齢者医療保険料  第７期

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/

　市のホームページでも広報ひろさき

を見ることができます。そのほか、暮

らしに役立つ情報や災害時の避難場所

なども掲載。みんなでアクセスしてね！

ホームページでも広報ひろさきをホームページでも広報ひろさきをホームページでも広報ひろさきを

弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）


